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令和６年度へき地など中山間地域における今後の医療資源の 
在り方に係る分析調査業務 
＜プロポーザル実施要領＞ 

 
１ 業務目的 
  本県におけるへき地など中山間地域（以下、「へき地等」とする。）においては、人口減 

 少等を背景にへき地診療所数が減少傾向にあるとともに、へき地等に居住する住民及び診 

 療所勤務医師の高齢化が進展している。 

  また、今後さらなる人口減少や高齢化の進展、無居住化地域が多数発生することが予見 

 される中、現状のへき地等医療体制をこのまま維持していくことは極めて困難な状況であ 

 る。 

  本業務は、へき地等における現状や課題、今後の状況を踏まえたへき地診療所及びへき 

 地診療所に準ずる診療所（以下、「へき地診療所等」とする。）の再編パターンモデルの整 

 理等を行うことで、限られる医療資源の最適な配置や持続可能なへき地等医療提供体制を 

 検討するための基礎資料とすることを目的とする。 

 

２  事業内容 
⑴ 委託業務名 

令和６年度へき地など中山間地域における今後の医療資源の在り方に係る分析調査業務 

⑵ 業務内容 

別紙「仕様書」のとおり 

⑶ 予算上限額 

金２，５００，０００円（消費税及び地方消費税の額１０％を含む。） 

⑷ 契約期間 

  契約締結日から令和７年３月３１日まで 

 

３ 企画提案書 

  別添仕様書の業務内容の具体的な提案に加え、「２ 事業内容」に留意の上、以下の内 

 容を必ず盛り込むこと。なお書類はＡ４サイズで作成すること。 

⑴ 業務実施計画 

本業務を円滑に実施するための実施体制や進行管理等に関する工夫やアイデアを提案

すること 

⑵ へき地診療所等再編パターンモデルの内容 

今後を見据えたへき地診療所等の最適な配置を検討するにあたり、本業務を遂行する

上で重要な視点やポイント等を示し、本業務を的確に進める上での方針を提案すること。 

⑶ へき地診療所等医療機関の統合、再編に関する分析の類似実績 

 本業務の実施にあたり、プロポーザル参加者及び業務責任者のアピールできる資格・

実績・経験等を記載し、必要に応じてその証拠書類を提出すること。 

 

４ 委託事業者選定方針 

  次の要件を満たす者に業務を委託する。 
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⑴ 仕様書に定める企画内容を満たす事業の実施が可能な者であること 

⑵ 業務執行体制が万全で、期日を遵守し、迅速かつ正確に業務を履行することができる

能力を有する者であること。 

 

５ 委託事業者選定方法 

⑴ ４の委託業者選定方針に合致する者を選定するため、プロポーザル審査会を実施し各

参加者の能力等を把握するものとする。 

⑵ 提案内容、業務執行能力等について審査し、最もふさわしい者を契約候補者として選

定する。 

⑶ 採用となった企画提案については、必要に応じ、内容を変更する場合がある。 

⑷ ⑵で選定された者と業務委託契約を締結する。 

 

６ 参加対象資格に係る提出書類 

⑴ プロポーザル参加事業者は次に掲げる書類を提出すること。 

 ※各様式のあて先は「和歌山県知事 岸本 周平」とすること。 

ア 提案者の概要書（様式１） 

イ 誓約書（様式２） 

ウ 直近５ケ年における、同種の契約書の写し 

エ 役員等に関する調書（様式３） 

オ 法人にあっては、財産目録、貸借対照表、事業報告書、損益計算書及び利益処分計 

 算書又はこれに準ずる書類（直近 1 年分）、個人にあっては青色申告書又は白色申告 

 書の写し（直近 1 年分） 

カ 法人にあっては定款又は寄付行為及び法人登記事項証明書又はこれらに準ずる書

類、個人にあっては住民票 

キ 印鑑証明 

ク 法人税又は所得税並びに消費税及び地方消費税について未納がない旨の証明（発行

後３か月以内のもの） 

ケ 都道府県税について未納がない旨の証明書（発行後３か月以内のもの） 

⑵ 提出書類の留意事項 

ア 正本１部を提出すること。＜持参・郵送＞ 

イ 提出された書類は、理由のいかんを問わず返却しない。 

ウ 県が必要と認める場合は、追加資料を求めることがある。 

エ 和歌山県役務の提供等の契約に係る競争入札参加資格を有する者については、「和歌 

 山県役務の提供等の契約に係る競争入札参加資格決定通知書」の写しを提出すること 

 により⑴のウからケまでの提出書類に代えることができる。 

⑶ 提出期限 

 令和６年１１月２１日（木）１７:００まで 

 

７ プロポーザル説明会 

プロポーザルの実施に当たり、プロポーザル参加を希望する事業者向けに説明会を開催

するので参加申込書（様式４）を提出すること。＜持参・郵送・FAX＞ 
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なお、当該説明会に出席しない事業者は、プロポーザルに参加できない。 

 開催日時：令和６年１１月７日（木）１３:３０から 

 開催場所：和歌山県庁北別館１階 会議室１－Ｃ  

       ※都合により、時間及び場所を変更することがある。 

 申込期限：令和６年１１月５日（火）１７:００まで  

 

８ プロポーザル参加表明及び質問票の提出 

プロポーザルに参加する意思のある事業者については、参加表明書（様式５）を提出す

ること。＜持参・郵送・FAX＞ 

また、企画提案に関する質問がある場合は、質問票（様式６）を提出すること。＜メー

ル・FAX＞ 

なお、参加表明書及び質問票の提出期限は、令和６年１１月８日（金）１７:００までと

する。 

 

９ プロポーザル提案書等の提出 

⑴ プロポーザル参加者は、「企画提案書（様式任意）」を１０部提出すること。＜持参・

郵送・宅配＞ 

⑵ 見積書（様式任意 ※少なくとも次のア～ウの事項を明記すること。）（１部） 

ア 事業実施に伴うもの一式 

イ あて先「和歌山県知事 岸本 周平」 

ウ 消費税及び地方消費税 10％を含んだ金額を記載 

※ 見積額が、上記２⑶の予算上限額を超えた場合は失格とする。 

⑶ 企画提案書・見積書提出期限：令和６年１１月２１日（木）１７:００まで 

 

10 プロポーザル審査会の実施 

   開催日：令和６年１１月２８日（木）午後 

  ※時間、場所等については、プロポーザル参加表明書提出事業者に対し別途連絡する。 

 

11 審査方法 

⑴ 企画案の審査は、別途設置する審査会において行う。 

⑵ 審査の結果、最高評価点を得た提案者を契約候補者として選定する。ただし、同点の場

合は、見積額を参考に契約候補者を選定するものとする。 

⑶ プロポーザルの審査結果については、書面により審査終了後１週間程度で参加者全員に

通知する。 

 

12 その他特記事項 

⑴ 一度提出した書類及び提案書は返却しない。 

⑵ プロポーザル参加に要する一切の経費は、参加事業者の負担とする。 

⑶ 提出物に虚偽があった場合は、企画書の審査対象から外れるものとなること。 

⑷ 業務上発生する未確認事項については、別途和歌山県福祉保健部健康局医務課と協 

  議すること。 
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13  各関係書類提出場所 

和歌山県 福祉保健部 健康局 医務課 医療戦略推進班（県庁北別館５階） 

〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通 1-1 

 電 話： 073-441-2610 

 ＦＡＸ： 073-424-0425 

  E-mail： yamakawa_h0002@pref.wakayama.lg.jp 

  担 当： 山川 

 

14  スケジュール 再掲  

⑴ プロポーザル説明会及び参加申し込み 

【申 込 期 限】 令和６年１１月５日（火）17:00 まで 

【説明会日時】 令和６年１１月７日（木）13:30～  

【場 所】 和歌山県庁北別館１階 会議室１－Ｃ 

⑵ プロポーザル参加表明書及び質問票 

【提 出 期 限】 令和６年１１月８日（金）17:00 まで 

⑶ プロポーザル提案書、見積書及び参加対象資格に係る書類 

【提 出 期 限】 令和６年１１月２１日（木）17:00 まで 

⑷ プロポーザル審査会 

  【日時・場所】 令和６年１１月２８日（木）午後 

※時間及び場所は参加事業者に別途連絡 

⑸ 決定通知 

【決 定 通 知】 審査会終了後、１週間程度 

 


